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昨
年
12
月
、
商
学
部
髙
橋

義
仁
ゼ
ミ
４
年
次
の
石
井
美

沙
祈
さ
ん
と
私
、
一
橋
大
学

生
、
同
大
学
院
生
の
計
５
人

の
研
究
チ
ー
ム
は
、
株
式
会

社
エ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

（
ｅ
ｓ
社
）
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
新
規

上
場
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
今
年
２
月
に
は
副

賞
と
し
て
、
３
日
間
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
研
修
に
招
待
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ｅ
ｓ
社
は
企
業
支
援
を
行

う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業

で
す
。
同
社
に
入
社
が
内
定

し
て
い
た
商
学
部
の
先
輩
か

ら
、
髙
橋
先
生
を
通
じ
て
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
誘
い
が
あ

り
、
応
募
し
た
も
の
で
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
事
前

課
題
と
し
て
、「
架
空
の
外

食
チ
ェ
ー
ン
の
成
長
戦
略
プ

ラ
ン
」
提
出
、
次
い
で
面
接

選
考
を
経
て
最
終
選
考
会
へ

の
参
加
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

　
最
終
選
考
会
に
残
っ
た
グ

ル
ー
プ
は
３
日
間
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
で
き
ま

す
。イ
ン
タ
ー
ン
期
間
中
、
同

社
の
方
々
か
ら
事
業
計
画
書

の
基
本
的
な
考
え
方
や
書
き

方
、
ま
た
、
資
本
政
策
、
企

業
価
値
評
価
手
法
の
基
本
な

ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

設
定
日
以
外
に
も
時
間
を
見

つ
け
て
は
集
ま
り
、
課
題
解

決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
提

案
内
容
に
は
企
業
価
値
評
価

や
持
ち
株
比
率
の
設
計
な
ど

も
含
ま
れ
て
お
り
、
会
計
に

つ
い
て
深
い
知
識
が
な
い
と

提
案
で
き
な
い
、
か
な
り
厳

し
い
内
容
で
し
た
。
当
時
２

年
次
生
の
私
に
と
っ
て
は
相

当
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
内

容
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
に
貢

献
す
る
た
め
に
必
死
で
勉
強

し
、
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
最
終
選
考
会
最
終
日
に

は
、「
架
空
外
食
チ
ェ
ー
ン

の
成
長
戦
略
立
案
」
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
私
た
ち
は
最
優
秀
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

２
月
12
日
か
ら
の
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
研
修
旅
行
に
招
待
さ
れ

ま
し
た
。

　
ｅ
ｓ
社
の
現
地
子
会
社
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
銀
行
を
訪
問

し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
世
界

経
済
に
与
え
る
影
響
力
や
役

割
、
日
本
と
の
取
引
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
国
際
的
な
経
営
に
英
語

が
道
具
レ
ベ
ル
で
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
身
に
染
み
て
体

験
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
総
合
リ
ゾ
ー

ト
施
設
と
し
て
名
高
い
「
マ

リ
ー
ナ
ベ
イ
・
サ
ン
ズ
」
な

ど
に
も
連
れ
て
行
っ
て
い
た

だ
き
、
非
常
に
充
実
し
た
３

日
間
を
経
験
し
ま
し
た
。

  

自
分
で
考
え
、
企
画
す
る

と
い
っ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

作
業
は
講
義
を
受
け
る
だ
け

で
は
な
か
な
か
得
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
知
識
の
実
用

性
を
確
認
す
る

よ
う
な
学
び
の

方
法
は
、
自
分

か
ら
飛
び
出
し

て
つ
か
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
得

難
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
実
体

験
し
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
今

回
の
体
験
は
貴

重
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　
海
外
を
見
て

身
体
で
感
じ
、
知
っ
た
こ
と

を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

を
学
ん
で
い
く
う
え
で
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
学
習

を
ゼ
ミ
で
学
ぶ
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
意
識

す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
。

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
文
部
科
学
省
（
ス

ポ
ー
ツ
庁
）
が
最
重
要
拠
点

と
し
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｓ
Ｃ
ハ

イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
（
東
京
都
北
区
）
の
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
戦
略
部
。

競
技
団
体
に
強
化
策
を
積
極

的
に
提
言
す
る
同
機
関
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
文

学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
学
科
４
年
次
の
斉
藤
早
矢

さ
ん
（
山
田
健
太
ゼ
ミ
）
か

ら
体
験
記
が
届
い
た
。

◇
　
◇

　
私
が
就
業
体
験
し
た
Ｊ
Ｓ

Ｃ
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
は
、
母
体
で
あ
る
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
国
際
競
技
力
向
上
や
競
技

研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
る
国

の
機
関
で
す
。

　
私
は
現
在
、
レ
ス
リ
ン
グ

部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て
お

り
、
清
水
聖
志
人
コ
ー
チ

（
文
学
部
非
常
勤
講
師
）
の

お
手
伝
い
で
こ
の
機
関
に
何

度
か
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
支

援
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
も
っ
と
詳
し
く

勉
強
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
に
出
向
し
国
立
ス
ポ
ー

ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ

ー
長
お
よ
び
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
戦
略
部
長
を
務
め
て

い
る
久
木
留
毅
レ
ス
リ
ン
グ

部
監
督
（
文
学
部
教
授
）
の

尽
力
に
よ
り
、
２
月
６
日
か

ら
同
部
で
11
日
間
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
が
実
現
し
ま
し

た
。
専
大
生
の
参
加
は
初
め

て
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間

中
は
主
に
女
性
指
導
者
勉
強

会
の
運
営
業
務
や
、
中
学
校

の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
し
て

行
っ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
や
、
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

と
競
技
団
体
と
の
連
絡
を
シ

ス
テ
ム
化
す
る
た
め
の
打
ち

合
わ
せ
に
参
加
し
ま
し
た
。

つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
か
不
安
で
し
た
が
、
事
前

勉
強
を
し
た
こ
と
で
、
打
ち

合
わ
せ
の
内
容
も
よ
く
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

計
で
は
、
若
い
う
ち
か
ら
選

手
時
代
と
引
退
後
の
自
分
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
デ
ュ
ア
ル
キ

ャ
リ
ア
（
人
と
し
て
、
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
同
時
に
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
考
え
る
）
は
、

早
い
時
期
か
ら
浸
透
さ
せ
る

べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
成
果
と
し
て
、
最
終

日
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
は
ト
ッ
プ
選

手
が
練
習
す
る
場
、
計
測
な

ど
の
結
果
を
選
手
に
還
元
す

る
場
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
仕
事
を
通
じ
て
ス
ポ

ー
ツ
界
に
お
け
る
こ
の
機
関

の
役
割
な
ど
の
本
質
的
な
部

分
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　外国語の学習で何が跳躍台になるの

か？　人それぞれの答えがあろうが、

一度はだまされたと思って、国際交流

センターが主催する春期や夏期の短期

留学に参加してみることだ。私自身

は、過去に春期

留学プログラム

の上海大学と西北大学（現在は上海大

学のみで実施）の語学研修を何回か引

率したことがあるので、その効果のほ

どはよく分かっているつもりだ。

　中国の短期留学の場合、午前中に50

分×４回の授業が組まれていて、午後

は自由時間となる。学生は少し自信が

ついてくると、バスや地下鉄に乗って

街中に繰り出し、見聞を広める。大学

の教室では、試験の成績や検定の合格

を目標に努力を重ねるのだが、このよ

うな絵空事の世界の「涙ぐましい努

力」は長続きするものではない。一

方、中国語を話す「現場」では、学ん

だ成果がただちに相手の反応となって

戻ってくるので、嬉
うれ

しくて学習に身が

入る。思うように通じなければ、悔し

くて学習に身が入る。こうした生々し

い感触が、外国語の学習には大事であ

る。またその中から、学生たちは身を

もって異文化交流

の意義を汲
く

み取る

のである。

　旅行は、通りすがりの立場で外から

相手を眺める。留学は、自分を相手の

流儀に合わせて生活する。この違いは

思いの外深刻で、短期留学に参加した

学生は、まるで別人のようになって帰

国し、黙っていても何割かが中期や長

期の留学を志すようになる。短期とい

えども留学生活は、それほどに刺激的

で魅力的なのである。これを知らずに

おれようか。※短縮版。全文はCALL教

室ホームページで
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松原　朗 文学部教授

　短期留学のすすめ

中国語

上海大学のキャンパス

　
商
学
部
・
鹿
住
倫
世
ゼ
ミ

生
６
人
が
春
を
テ
ー
マ
に
考

案
し
た
弁
当
が
、
京
急
ス
ト

ア
（
本
社
・
東
京
都
港
区
）

で
商
品
化
さ
れ
た
。
３
月
17

日
か
ら
４
月
９
日
ま
で
、
予

定
を
上
回
る
約
７
０
０
０
個

を
売
り
上
げ
た
。

　
そ
の
名
も
「
春
の
ひ
だ
ま

り
弁
当
」。
考
案
し
た
チ
ー

ム
の
代
表
の
上
村
明
日
実
さ

ん
（
４
年
次
）
は
「
商
品
化

さ
れ
て
う
れ
し
い
。
た
く
さ

ん
の
春
の
要
素
を
詰
め
込
ん

だ
の
で
、
味
や
き
れ
い
な
彩

り
か
ら
春
を
感
じ
て
も
ら
え

た
の
で
は
」と
話
し
て
い
る
。

　
昨
年
の
第
13
回
神
奈
川
産

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
神
奈
川
経
済
同
友
会
主

催
）
で
同
社
が
提
示
し
た

「
春
の
お
弁
当
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
対

し
、
鹿
住
ゼ
ミ
チ
ー
ム
が
最

優
秀
賞
を
受
賞
。
商
品
化
が

実
現
し
た
。 

京
急
ス
ト
ア
で
販
売
さ
れ
た
鹿
住
ゼ
ミ
生
考
案
の
弁
当

　
ゼ
ミ
生
は
減
塩
、
低
カ
ロ

リ
ー
、
そ
し
て
地
元
神
奈
川

県
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
。
商
品
化
に
あ
た
っ
て
も

コ
ン
セ
プ
ト
は
そ
の
ま
ま
、

「
三
崎
ま
ぐ
ろ
の
ビ
ー
ン
ズ

サ
ラ
ダ
」「
や
ま
ゆ
り
ポ
ー

ク
豚
し
ゃ
ぶ
生
姜
ソ
ー
ス
」

「
県
産
キ
ャ
ベ
ツ
土
佐
酢
の

ジ
ュ
レ
」
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

が
並
ん
だ
。
１
食
４
７
７
㌔

㌍
、
塩
分
も
３
・
３
㌘
に
抑

え
、
体
に
や
さ
し
い
弁
当
に

な
り
、
花
見
客
ら
が
購
入
し

て
い
た
。

　
商
学
部
・
渡
邊
隆
彦
ゼ
ミ

の
チ
ー
ム
が
、
株
式
学
習
コ

ン
テ
ス
ト
「
第
17
回
日
経
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
」（
日
本

経
済
新
聞
社
主
催
）
に
入
選

し
た
。
渡
邊
ゼ
ミ
か
ら
は
毎

年
複
数
の
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
お
り
、入
選
は
４
年
連
続
。

　
メ
ン
バ
ー
は
現
４
年
次
生

の
遠
入
弘
菜
さ
ん
、
神
保
茉

美
さ
ん
、
持
村
浩
嗣
さ
ん
と

現
３
年
次
生
の
河
西
桃
子
さ

ん
、
佐
藤
雄
斗
さ
ん
。
経
済

成
長
が
活
発
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
に
注
目
し
、
積
極
的
に

進
出
し
て
い
る
花
王
、
堀
場

製
作
所
、
ピ
ジ
ョ
ン
な
ど
14

社
を
投
資
先
に
選
ん
だ
。

　「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
る
か
、
海
外

進
出
に
積
極
的
か
、
技
術
水

準
が
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
と
い
え
る
か
、
三
つ
の

観
点
で
点
数
化
し
た
。
自
分

た
ち
の
基
準
を
示
せ
た
こ
と

が
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と
遠

入
さ
ん
は
話
す
。「
後
輩
が

臆
せ
ず
意
見
を
出
せ
る
雰
囲

気
が
大
事
」（
神
保
さ
ん
）

と
情
報
を
共
有
し
、
下
調
べ

も
リ
ポ
ー
ト
作
成
も
全
員
で

分
担
し
た
。

　
株
を
模
擬
売
買
す
る
時
期

は
米
国
の
大
統
領
選
と
重
な

り
、
持
村
さ
ん
は
「
株
価
に

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
実

感
し
た
」。
初
め
て
知
る
社

名
も
多
く
、
３
年
次
の
２
人

は
「
知
名
度
だ
け
で
な
く
多

角
的
に
企
業
を
研
究
す
る

視
点
を
学
ん
だ
」（
佐
藤
さ

ん
）、「
今
ま
で
と
違
う
株
式

の
見
方
を
養
え
た
」（
河
西

さ
ん
）
と
手
応
え
を
得
た
様

子
。「
来
年
こ
そ
入
選
か
ら

さ
ら
に
上
位
へ
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

　
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ

は
中
学
生
〜
大
学
生
が
対

象
。
参
加
チ
ー
ム
は
独
自
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
投
資
す
る

10
〜
20
社
の
組
み
合
わ
せ
を

考
え
、
論
文
に
ま
と
め
る
。

応
募
全
１
６
１
８
チ
ー
ム

（
２
５
８
校
）
か
ら
最
優
秀

賞
と
審
査
員
特
別
賞
を
選

出
。
中
学
・
高
校
・
大
学
の

部
門
別
に
優
秀
賞
、
敢
闘

賞
、
入
選
が
決
ま
っ
た
。
大

学
部
門
（
１
２
８
大
学
６
２

７
チ
ー
ム
）
で
は
44
チ
ー
ム

が
入
選
し
た
。

賞
状
を
手
に
笑
顔
の
メ
ン
バ
ー

斉
藤 

早
矢
（
文
４
）

選
手
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
学
ぶ

相
田 

真
弥
（
商
３
）

商・鹿住ゼミ生考案

「春のひだまり
　弁当」を販売

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
記

日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ 

４
年
連
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を
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